
職員全員と「ひじタッチ」で登庁

～ おかげさまで「広報天龍」は創刊200号を迎えました～
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広 報
天 龍 村 役 場
総 務 課
斎 藤 印 刷 所

発行
編集
印刷

私たちの村
－12月１日現在－
人口 1,209 人

男 574 人 女 635 人
世帯数 676 世帯

2020年12月24日

第 200 号

11月11日㈬朝、２期目の出発を迎えた永嶺誠一村長が役場に初登庁しました。
晴れ渡る秋空の下、永嶺村長は徒歩で初登庁。役場前に整列した職員全員と「ひじタッチ」をしながら
正面玄関へ。職員から贈呈された花束を笑顔で受け取りました。
その後行われた就任式にて、２期目の村政への抱負や職員への訓示を述べました。

就任式での訓示

◆永嶺村長２期目のスタート
職員から花束を受け取る永嶺村長

令和２年５月から７月までに応募
いただいた54作品の中から、10作
品が10賞に選ばれました（敬称略）。
▽㈱飯田スタジオ賞 前田美沙（天
龍村）「いつの時代も」
▽同賞 黒田直人（伊那市）「紅葉
照らす中、旅は天龍へ」
▽同賞 平栗千秋（飯田市）「緊張
のあい間」
▽信濃毎日新聞社賞 久保聡美（天
龍村）「大河内池大神社の例祭」
▽中日新聞社賞 坂巻章夫（飯田
市）「朝日に輝いて」
▽南信州新聞社賞 北村好美（飯
田市）「待ちわびた春夜」
▽特別賞 熊谷公司（飯田市）「鉄
道橋と吊橋」

最優秀賞最優秀賞

優秀賞優秀賞

観 光
協会賞
観 光
協会賞

「彩に染る」
串 原 幸 延
（下條村）

「眺望絶佳の吊橋」田 中 里 幸（静岡県浜松市）

「ハイヨォ」小 林 健 司（天龍村）「ハイヨォ」小 林 健 司（天龍村）

　
天
龍
小
学
校
で「
お
や
す
・
し

め
縄
、給
食
会
」が
、12
月
９
日

㈬
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
行
事
は
、正
月
を
迎
え

る
た
め
の
し
き
た
り
・
な
ら
わ

し
の
体
験
を
通
し
て
、伝
統
行

事
の
良
さ
を
知
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、餅
つ

き
は
機
械
で
行
い
ま
し
た
が
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
の
ご

指
導
の
下
、児
童
た
ち
は
苦
戦

し
な
が
ら
も
ワ
ラ
を
編
み
、お

や
す
・
し
め
縄
作
り
を
体
験
し

ま
し
た
。

　
給
食
会
も
全
体
で
の
会
食
で

は
な
く
、各
学
年
で
お
世
話
に

な
っ
た
方
を
教
室
に
招
き
、一

緒
に
給
食
を
い
た
だ
く
形
式
と

な
り
ま
し
た
が
、届
け
ら
れ
た

柔
ら
か
な
お
も
ち
の
味
に
大
満

足
。
み
ん
な
で
お
い
し
く
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
に
と
っ
て
、日
本

の
食
事
や
文
化
を
体
験
す
る
ま

た
と
な
い
機
会
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た

み
な
さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

お
や
す・し
め
縄
、給
食
会

天龍村 私の1枚
フォトコンテスト結果発表

おやす作り

給食会の様子



この度の天龍村長選挙におきまして、無投票ではあり
ましたが村民の皆様からご信任をいただく中で、２回目
の当選をさせていただくことができました。
ご支援を賜りました村民の皆様に心より感謝申し上げ
ますとともに、改めて村政運営を担っていく重責に身の引き締まる思いであ
ります。
私は、今回の選挙に当たり改めて村内を回って村民の皆様の声を聴かせて
いただきました。その中でも、特に、新型コロナウイルス感染症対策や天龍
村診療所の医師確保対策、７月豪雨等の災害復旧対策などの喫緊の課題に対
するご不安やご意見、並びに子育て支援や産業振興、教育、インフラ整備な
どに対する要望など多岐にわたっていただきました。
そうしたご意見等を通じて私が感じたことは、村民の皆さんが１日も早く
元の平穏な生活に戻り、将来にわたって安心して住み続けられるようにして
ほしいなど、総じて「安心感」を求めていらっしゃる方が非常に多かったと
いうことでございました。私は、今後において、こうした不安要素を少しで
も早く取り除くことを最優先で取り組んでいかなければならないと改めて意
を強くしたところでございます。
過疎化、少子高齢化など村の抱える課題は山積していますが、選挙公約と
して掲げた「村民の皆様とともに村民の皆さんが住んで良かったと思える村
（安心・誇り）そして、将来にわたって夢をいだける村（希望）を創る」とい
うことを基本理念として、「高齢者にやさしい村づくり」、「つながりから住み
たい村づくり」、「確かな生活を営めるパワフルな村づくり」、「安心して暮ら
せる村づくり」、「子どもの笑顔があふれる村づくり」、「少子高齢化時代をリ
ードする持続可能な村づくり」という６つの重点施策を着実に進めていきた
いと思っております。　
具体的な政策については、担当課と調整しながら、各分野、各事業ともス
ピード感を持って進めてまいります。
年号も「平成」から「令和」に変わり、近い将来、リニア中央新幹線が開業

したり、三遠南信自動車道が開通したりする時代が確実にやってまいります。
村民の皆様のご意見をお聴かせいただきながら皆さんとともに英知を結集し、
天龍村がそうした新たな流れの中でも「小さくとも将来にわたって輝き続け
る村」、「やっぱり天龍村がいいと思える村」の実現を目指して、私自身、誠
心誠意努めてまいります。
村民の皆様のご理解ご協力をお願い申し上げ、就任のあいさつとさせてい
ただきます。
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【その他】消防団では12月27日㈰～ 29日㈫の間、年末警戒（夜警）を行います。また、新年１月９日㈯に出初式を行います。
可燃ゴミの収集は、向方、大河内地区は12月28日㈪まで収集を行い、年始は1月4日㈪から収集を行います。

　　　　 それ以外の地区は、12月29日㈫まで収集を行い、年始は１月5日㈫から収集を行います。

ふれあいステーション龍泉閣

【 ２ 階 フ ロ ン ト 】

【１階レストラン・４階ラウンジ】

龍 泉 の 湯

天 龍 温 泉 お き よ め の 湯

天龍温泉おきよめの湯
レ ス ト ラ ン 湯 と り

図 書 館

村 営 バ ス

広域バス平岡線（平岡⇔和田）

乗 合 タ ク シ ー 平 岡 線

（平岡⇔和田）

年 末 年 始 の 可 燃 ご み 回 収

稲葉クリーンセンター受け入れ

12/28㈪ 12/29㈫ 12/30㈬ 12/31㈭ １/１㈮ １/２㈯ １/３㈰ １/４㈪

○ ○ △ × × × ○ ○

通常営業 13時閉店 休業 通常営業

○ ○ △ × × × ○ ○

通常営業 14時閉店 休業 通常営業

○ ○ △ × × × ○ ○

通常営業 18時受付終了 休業 通常営業

○ ○ △ × × ○ ○ ○

通常営業 17時受付終了 休業 通常営業

◯ × × × × ○ ○ ○

冬季営業 休業 冬季営業

× × × × × × × ×

○ ○ ○ △ × ○ ○ ○

通常運行 午後運休 運休 通常運行

◯ ◯ ◯ × × × × ◯

○ ○ ○ △ × △ △ ○

通常運行 土日ダイヤ 運休 土日ダイヤ 通常運行

◯ ◯ × × × × × ◯

◯ ◯ ◯ × × × × ◯

年末年始のご案内

〇新型コロナウイルス感染症全国で蔓延　ふるさと夏まつりなど各種イベント中止に
　村から各種支援事業　小中学校臨時休校も
〇全世帯の防災行政無線戸別受信機がデジタル機器へ更新　鮮明な放送に
〇天龍村長選挙　永嶺誠一村長無投票で２期目へ
〇村監査委員に後藤富平氏再任
〇故大平巖前村長に位記（正六位）授与
〇故金田今朝文氏に位記（正六位）授与
〇関浦雅志氏に叙勲（旭日双光章）授与
〇天龍村診療所川西先生ご勇退、長野県教育関係功労者表彰授与
　４月から阿南病院医師が週1回派遣にて診療
〇買物弱者対策　ご用聞き事業「やまびこデリ」開始　拠点施設設立準備員会が答申
〇阿南ショッピングセンター協業組合と買物拠点施設に関する協定締結
〇おきよめの湯リニューアルオープン
〇国道418号早木戸～的瀬間大規模崩落により通行止め　トンネル事業計画決定
〇令和２年７月豪雨村内に甚大な被害　JR飯田線長期間運休　国道418号戸口～足瀬大規模崩落
〇ハンガープロジェクト目標の2020本達成
　全日本学校関係緑化コンクール学校林等活動中学校の部で最高の農林水産大臣賞受賞
〇総合体育施設建設検討委員会・小中学校のあり方検討委員会答申
〇教育委員に平松和子氏・遠山善治氏再任
〇天龍村グローカル教育プロジェクト事業による英語塾開始

令和2年（2020年） 村のおもなできごと

12／29～１／４ 休館（１／５㈫から通常通り開館します）

二期目の就任にあたり
天龍村長　永 嶺　誠 一

今年のおもな
できごとです。
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令
和
２
年
度
村
表
彰
及
び
国

民
健
康
保
険
健
康
家
庭
表
彰
の

授
与
式
が
11
月
15
日
㈰
の
天
龍

村
文
化
祭
の
中
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
本
年
度
の
受
彰
者
は
次
の
み

な
さ
ん
で
す
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

表
　彰
　状

〇
坂
本
芳
子
さ
ん
（
向
方
区
）

○
大
平
宮
正
さ
ん
（
松
島
区
）

　
長
年
に
わ
た
り
、
民
生
児
童

委
員
と
し
て
社
会
福
祉
の
増
進

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

○
川
西
政
幸
さ
ん
（
飯
田
市
）

　
長
年
に
わ
た
り
、
天
龍
村
診

療
所
長
、
村
の
学
校
医
等
、
地

域
医
療
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

○
ハ
ン
ガ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
村
の
木
材
を
使
用
し
た
ハ
ン

ガ
ー
を
作
成
、
世
界
の
ト
ッ
プ

ア
ス
リ
ー
ト
へ
の
配
布
等
の
活

動
に
よ
り
村
へ
活
力
を
与
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

感
　謝
　状

○
宇
津
恵
万
司
女
さ
ん
（
岡
本

区
）

　
長
年
に
わ
た
り
、
天
龍
梅
花

駅
伝
の
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

○
滝
沢
英
夫
さ
ん
（
埼
玉
県
）

○
遠
山
英
克
さ
ん
（
飯
田
市
）

○
深
川
政
和
さ
ん
（
北
海
道
）

○
冨
田
次
郎
さ
ん
（
滋
賀
県
）

○
羽
場
篤
嗣
さ
ん
（
栃
木
県
）

　
村
に
多
額
の
金
員
を
寄
附
い

た
だ
き
ま
し
た
。

○
遠
山
明
徳
さ
ん
（
岡
本
区
）

　
村
に
貴
重
な
彫
刻
を
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。

○（
故
）
熊
谷
幸
雄
さ
ん
、
熊

谷
久
子
さ
ん
（
飯
田
市
）

　
村
に
貴
重
な
絵
画
な
ど
を
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
㈱
飯
田
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
様

（
飯
田
市
）

　
村
に
大
型
テ
レ
ビ
を
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。

○
宮
澤
好
正
さ
ん
（
中
央
区
）

　
ハ
ン
ガ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

ハ
ン
ガ
ー
作
成
の
過
程
に
お
い

て
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

○
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
グ
ル
ー
プ

　「Sm
ileU
p!P
roject

」

　
㈱
ジ
ェ
イ
・
ス
ト
ー
ム
様

　
㈱
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
出
版
様

　
７
月
豪
雨
の
被
災
地
及
び
被

災
住
民
へ
の
支
援
と
し
て
村
へ

多
額
の
金
員
を
寄
付
い
た
だ
き

ま
し
た
。

11月10日の任期満了に伴う、10月25日
執行の「天龍村長選挙」は、10月20日の
告示日に立候補届出の締め切りをした結
果、永嶺誠一氏１名の届出でしたので無
投票となりました。
　なお、村長の任期は令和２年11月11日
から令和６年11月10日までの４年間です。

天龍村長選挙の結果天龍村長選挙の結果◆◆◆　　　　　　　　　　　  　　    　◆◆◆◆◆◆　　　　　　　　　　　  　　    　◆◆◆

　
元
村
議
会
議
員
の
関
浦
雅
志

氏
に
２
０
２
０
年
秋
の
叙
勲

（
旭
日
双
光
章
）
が
授
与
さ
れ
、

11
月
６
日
㈮
に
県
庁
で
知
事
伝

達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
関
浦
氏
は
、
平
成
元
年
５
月

か
ら
平
成
25
年
４
月
ま
で
天
龍

村
議
会
議
員
を
務
め
ら
れ
、
在

職
中
の
平
成
17
年
５
月
か
ら
平

成
19
年
４
月
ま
で
の
２
年
間
は
、

副
議
長
を
歴
任
す
る
な
ど
、
６

期
24
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
地

方
自
治
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た

功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受

章
と
な
り
ま
し
た
。

県知事から伝達される関浦雅志氏（県庁にて）

国
保
健
康
家
庭
表
彰

　【村
表
彰
】

〇
滝
澤
金
龜
さ
ん
（
西
原
区
）

村
表
彰
・
国
民
健
康
保
険
健
康
家
庭
表
彰

除
雪
作
業
・

塩
カ
ル
に
つ
い
て

冬
本
番
！

停電情報や電気に関するお問い合わせ、これか
らは「スマホ」で、「アプリ」 ダウンロード無料！

お問い合わせ先： 0120-985-232
受付時間：月～金曜／ 9：00 ～ 17：00
（土曜、日曜、祝日、年末年始はお休みさせていただきます。）

＊ご利用可能なバージョン
はios10以上となります。

＊ご利用可能なバージョン
はAndroidTM 6.0以上と
なります。

iOS Android

　
長
年
、学

校
医
を
務

め
ら
れ
た

元
天
龍
村

診
療
所
長
の
川
西
政
幸
氏
に

長
野
県
教
育
委
員
会
よ
り
教

育
関
係
功
労
者
表
彰
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　
川
西
政
幸
氏
は
平
成
元
年

４
月
か
ら
令
和
２
年
３
月
末

ま
で
の
31
年
間
、
天
龍
村
学

校
医
と
し
て
天
龍
小
・
中
学

校
の
健
診
な
ど
学
校
保
健
の

業
務
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が

認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
彰
と

な
り
ま
し
た
。

〇
安
達
ト
シ
子
さ
ん（
本
町
区
）

○
大
平
晃
与
さ
ん
（
岡
本
区
）

○
小
林
茂
子
さ
ん
（
下
山
区
）

○
吉
澤
幸
男
さ
ん
（
鶯
巣
宇
連

区
）

○
村
松
五
江
さ
ん
（
梨
畑
区
）

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
あ
り
、
３
年
以
上
に
わ
た
り

保
険
証
を
使
用
し
な
か
っ
た
世

帯
で
、
国
民
健
康
保
険
税
を
完

納
し
た
世
帯
の
み
な
さ
ん
で
す
。

　
な
お
、
滝
澤
金
龜
さ
ん
に
つ

き
ま
し
て
は
、
５
年
間
無
受
診

と
な
り
、
長
野
県
国
民
健
康
保

険
団
体
連
合
会
の
健
康
家
庭
表

彰
も
重
ね
て
受
彰
と
な
り
ま
す
。

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
に

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

県
教
育
関
係
功
労
者
表
彰

元
学
校
医
の
川
西
政
幸
氏
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育
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係
功
労
者
表
彰

は
保
温
材
を
巻
い
て
く
だ
さ

い
。
特
に
立
ち
上
が
り
の
部

分
は
地
中
へ
最
低
20
㎝
は
保

温
材
を
巻
い
て
蛇
口
の
部
分

も
保
護
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
不
凍
栓
が
あ
る
場
合
は
、
寝

る
前
に
必
ず
バ
ル
ブ
を
閉
め

て
蛇
口
を
開
き
水
抜
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
も
し
、
凍
結
に
よ
り
水
道
管

が
破
裂
し
漏
水
し
た
ら
、

メ
ー
タ
ー
器
ボ
ッ
ク
ス
内
の

バ
ル
ブ
を
右
に
回
し
て
閉
め

て
か
ら
、
村
指
定
の
水
道
工

事
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

（
建
設
課
環
境
水
道
係
）

　
年
末
年
始
を
迎
え
ま
す
。
寒

さ
が
厳
し
く
な
り
、
水
道
の
凍

結
が
心
配
さ
れ
る
時
期
に
な
り

ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
の
家
庭
で
は
、
も

う
水
道
の
冬
支
度
は
お
済
み
で

し
ょ
う
か
。
も
う
一
度
水
道
管
・

メ
ー
タ
ー
器
の
凍
結
防
止
の
た

め
に
、
以
下
の
点
の
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
メ
ー
タ
ー
器
ボ
ッ
ク
ス
内
を

十
分
保
護
し
て
く
だ
さ
い
。

●
屋
内
に
出
て
い
る
水
道
管
に

水
道
管
に
も

　冬
支
度
！

　
　凍
結
注
意
！

建設課（村道・上下水道）直通 32－1022　地域振興課（林道・農道） 直通 32－1023

運動の重点

「年末の交通安全運動」実施中

☆ハンドルキーパー運動を
推進しましょう。

ハンドルキーパーとは、飲酒店などに
行く場合、お酒を飲まないで仲間を自
宅まで送り届ける人のことです。

①「夕暮れ時・夜間の事故とスリップ事故の防止」
　夜間は「原則上向きライト」・反射材の着用
②「自転車の安全利用と横断歩道の安全確保」
　思いやりを持って、安全確認
③「高齢運転者の交通事故防止
　あわてず丁寧な安全確認
④「飲酒運転・あおり運転の防止」
　飲んだら乗らない・乗るなら飲まない
　乗る人には飲ませない・飲んだ人には運転させ
ない

令和２年12月15日㈫～12月31日㈭まで

　年末を迎え、何かと慌ただしくなりがちですが、運転
者・歩行者とも時間に余裕を持ち、落ち着いて安全に
行動することで、交通事故を防止しましょう。

　
東
京
都
港
区
が
運
営
す
る

「
み
な
と
モ
デ
ル
二
酸
化
炭
素

固
定
認
証
制
度
」
の
協
定
自
治

体
と
し
て
、
10
月
28
日
㈬
に
港

区
と
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
港
区
内
の
建
築

物
な
ど
へ
の
国
産
材
の
使
用
を

促
進
す
る
も
の
で
、
参
加
に
よ

り
天
龍
村
の
Ｐ
Ｒ
及
び
村
産
木

材
の
販
路
拡
大
、
協
定
自
治
体

と
の
連
携
に
よ
る
交
流
の
促
進

な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
協
定
締
結
日
に
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
「
み
な
と
森
と
水
サ
ミ

ッ
ト
２
０
２
０
」
が
開
催
さ
れ
、

新
規
加
入
自
治
体
と
し
て
、
永

嶺
村
長
が
天
龍
村
の
現
状
や
事

例
を
紹
介
し
ま
し
た
。
今
後
も

港
区
及
び
協
定
自
治
体
と
連
携

し
、
村
産
木
材
の
活
用
促
進
に

取
り
組
み
ま
す
。

み
な
と
森
と

水
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
０

東
京
都
港
区
と
協
定
締
結

●
冬
期
間
に
お
け
る
通
行
と

生
活
の
安
全
確
保
の
た
め
、

積
雪
10
㎝
を
目
安
に
早
朝

か
ら
除
雪
作
業
を
行
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
一
部
の
凍
結
危
険
箇
所
へ

塩
カ
ル
・
滑
り
止
め
の
砂

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で

ご
利
用
い
た
だ
き
、
残
量

不
足
な
ど
お
気
づ
き
の
方

は
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
塩
カ
ル
は
役
場
及
び
南
支

所
に
ス
ト
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

公
共
の
道
路
で
散
布
の
必
要

が
あ
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

（
建
設
課
・
地
域
振
興
課
）

表彰状の受彰者



広
報
天
龍
第
199
号（
10
月
号
）で
公
表
後
、11
月
30
日
現
在
で

寄
附
を
し
て
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
鎌
倉
之
彦
様
●
遠
山
英
克
様
●
岡
陽
一
郎
様

●
千
葉
雅
仁
様
●
岡
庭
隆
志
様
●
東
　
剛
己
様

●
中
本
博
幸
様
●
齊
籐
雅
弘
様
●
朝
長
伸
治
様

●
蓼
沼
亮
太
様
●
大
槻
隆
之
様
●
宇
土
晃
央
様

●
中
田
藤
七
様
●
大
脇
和
彦
様
●
鷹
野
公
生
様

●
市
地
賢
治
様
●
天
野
竜
郎
様
●
中
村
一
平
様

●
岩
釜
隆
平
様
●
佐
藤
正
幸
様
●
源
田
達
也
様

●
太
田
正
樹
様
●
山
本
明
彦
様
●
佐
藤
弘
美
様

●
奈
良
健
太
郎
様
●
小
笠
原
大
介
様

本
人
の
希
望
に
よ
り
氏
名
を
公
表
で
き
な
い
方
が
い
ま

す
。
今
回
は
２
４
５
名
の
方
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

天
龍
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
、村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ

か
、ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ

ス
」か
ら
も
申
込
み
が
で
き
ま
す
。
決
済
方
法
は
金
融
機
関

か
ら
の
振
込
み
の
ほ
か
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、役
場
窓
口
で
も
承
っ
て
い
ま
す
。

◎
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
スhttp://w

w
w
.furusato-tax.jp/

　
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
グ
ル
ー
プ
の
「Sm

ile U
p! P
roject

」
の
一

環
と
し
て
、
株
式
会
社
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
出
版
及
び
株
式
会
社

ジ
ェ
イ
・
ス
ト
ー
ム
代
表
取
締
役
社
長
藤
島
ジ
ュ
リ
ー
様

か
ら
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
よ
る
被
災
地
に
対
し
て
多

額
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
村
の
災
害
対
策
事
業
に

有
効
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
紙
面
を
も
っ
て

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（15）広 報　天　　龍 2020年12月24日 広報　天　　龍（４）2020年12月24日

天龍村租税教育推進協議会では、租税教育の一環として次の世代を担う子供達に税について関心を持っ
てもらい税の大切さを知ってもらうため、毎年、小中学生を対象として｢税に関するポスター・作文｣の募
集を行っています。
本年度は、新型コロナウイルスの影響による授業計画の変更等の影響もあり小学生からのポスターの応

募はありませんでしたが、中学生17名より作文の応募をいただき、11月15日㈰の天龍村文化祭の中で表彰
式が行われました。各賞を受賞されたみなさんおめでとうございます。

令和２年度

賞　　名
学校名 学年 氏名

作品名

天龍村租税教育推進協議会長賞
天龍中 １年 熊

くまがいあやか

谷彩香
人々のつながりと税金

飯田税務署長賞
天龍中 ２年 熊

くまがいいろは

谷彩葉
税金の大切さを知って

南信県税事務所長賞
天龍中 ２年 熊

くまが い み お

谷美桜
税はよいもの

飯田地区納税貯蓄組合連合会
特別賞

天龍中 ３年 橘
たちばな

礼
あ や と

人
日本の税

天龍村議会議長賞
天龍中 ２年 板

い た く ら ね ね

倉寧々
税の学習を通して

天龍村教育長賞
天龍中 ３年 橘

たちばなけいじろう

慶司郎
もし税金がなかったら

天龍村商工会長賞
天龍中 １年 中

なかじまはると

島陽翔
税について

天龍村青色申告会長賞
天龍中 ３年 金

か な ざ わ み お

澤実生
税について

㈳飯田法人会天龍支部長賞
天龍中 ３年 橋

はしもとりんか

本梨花
税について

賞　　名
学校名 学年 氏名

作品名

関東信越税理士会飯田支部長賞
天龍中 １年 山

やまざき

﨑ここね
税について

飯田信用金庫天龍支店長賞
天龍中 １年 遠

とおやま

山 楓
かえで

税について

みなみ信州農業協同組合
南信濃支所長賞

向方中 ３年 牧
ま き た な ぎ せ

田凪世
税金とは日本社会全体を支えるお金のこと

平岡郵便局長賞
天龍中 １年 成

な る せ あ き と

瀬陽人
世界を救う税金

飯田間税会長賞
天龍中 ３年 大

お お さ わ き み

澤希美
消費税の大切さ

天龍村租税教育推進協議会
特別賞

天龍中 １年 宮
みやしたしょうき

下昇己
税金は大切

天龍中 ３年 熊
くまがいしょうた

谷翔太
税金って必要なの？

向方中 ３年 兼
かねひらひろき

平広樹
もしも、税金が無かったら

７
月
豪
雨
災
害
に
対
し
て
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
グ
ル
ー
プ

よ
り
多
額
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

ふ
る
さ
と
寄
附
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
妊
娠
か
ら
子
育
て
中
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
不
安
や
心
配
事
が
あ

り
ま
す
。

◯
思
い
が
け
な
い
妊
娠
で
…

◯
赤
ち
ゃ
ん
が
泣
き
止
ま
な
い
。

ど
う
し
よ
う
…

◯
母
乳
・
ミ
ル
ク
が
足
り
て
い

る
か
な
？

◯
育
児
で
イ
ラ
イ
ラ
す
る
…

◯
子
ど
も
の
発
達
が
気
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｅ
ｔ
ｃ

　
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
の
悩

み
を
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付

　
妊
娠
中
、
安
心
し
て
過
ご

し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
母
子

健
康
手
帳
を
お
渡
し
す
る
と

き
に
、
妊
婦
さ
ん
一
人
一
人

に
お
話
し
を
伺
っ
て
い
ま
す
。

◎
妊
婦
健
康
診
査

　
医
療
機
関
で
胎
児
の
発
育

や
妊
婦
さ
ん
の
健
康
状
態
を

定
期
的
に
診
察
、
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

◎
妊
婦
訪
問
指
導

　
出
産
や
産
後
の
生
活
な
ど

に
つ
い
て
、
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

◎
産
婦
健
康
診
査

　
医
療
機
関
で
産
後
の
心
身

の
状
態
を
確
認
し
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

◎
子
育
て
期

　
新
生
児
訪
問

　
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問

　
養
育
支
援
家
庭
訪
問

　
ご
自
宅
で
、
赤
ち
ゃ
ん
の
体

重
測
定
や
健
康
状
態
の
確
認
を

行
い
、
育
児
や
お
母
さ
ん
の
体

調
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　
１
ヵ
月
児
健
診

　
４
ヵ
月
児
健
診

　
７
ヵ
月
児
健
診

10
カ
月
児
健
診

　
１
歳
６
か
月
児
健
診

　
２
歳
児
相
談

　
３
歳
児
健
診

　
小
児
科
・
歯
科
の
診
察
、
育

児
に
関
す
る
相
談
（
発
達
・
食

事
な
ど
）
を
お
受
け
し
ま
す

保
健
師
だ
よ
り

『
妊
娠
か
ら

子
育
て
に
わ
た
り

相
談
を
受
け
ら
れ
ま
す
』

『
妊
娠
か
ら

子
育
て
に
わ
た
り

相
談
を
受
け
ら
れ
ま
す
』

『
妊
娠
か
ら

子
育
て
に
わ
た
り

相
談
を
受
け
ら
れ
ま
す
』

妊
　娠
　期

出
　産
　後

育
　児
　相
　談

　
育
児
に
関
す
る
相
談
や
お
母

さ
ん
自
身
の
相
談
を
、
電
話
や

面
談
、
訪
問
等
で
保
健
師
や
管

理
栄
養
士
が
お
受
け
し
ま
す
。

ま
た
、
母
乳
に
関
す
る
相
談
は
、

母
乳
育
児
相
談
券
を
利
用
し
て

受
け
ら
れ
ま
す
。

◆
　
◆
　
◆

　
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
よ

う
、
保
健
師
は
じ
め
関
係
者
が

一
緒
に
考
え
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

協議会長より各賞が授与されました みんなで記念撮影

天龍村租税教育推進協議会 税に関する作文の受賞者

11
月
13
日
㈮
に
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
27
日
㈮
に
お
き
よ
め

の
湯
で
『
女
性
の
た
め
の
か
ら

だ
講
座
２
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
健
和
会
病
院
の
理
学

療
法
士
・
藤
根
麻
子
さ
ん
を
迎

え
、
冷
え
予
防
対
策
の
一
つ
、

自
律
神
経
を
整
え
る
体
操
で
か

ら
だ
を
ほ
ぐ
す
こ
と
か
ら
始
め
、

か
ら
だ
を
安
定
さ
せ
る
骨
盤
底

筋
を
守
り
鍛
え
る
た
め
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
や
良
い
姿
勢
を
、
楽

し
み
な
が
ら
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
健
康
に
関
す
る
講
座

を
計
画
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

『
女
性
の
た
め
の
か
ら
だ
講
座
２
』を
開
催
し
ま
し
た



（５）広報　天　　龍 2020年12月24日 広報　天　　龍（14）2020年12月24日

41
年
前
の
昭
和
54
年
５
月
に
定
期
発
行
化
さ
れ
た
「
広
報
天
龍
」
は
、

お
か
げ
さ
ま
を
持
ち
ま
し
て
、
今
号
で
創
刊
２
０
０
号
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
今
号
で
は
２
０
０
号
記
念
特
集
と
し
て
、
16
年
前
の
平
成
16

年
４
月
号
で
特
集
し
ま
し
た
「
１
０
０
号
記
念
特
集
」
以
降
に
発
行
さ
れ

た
１
０
１
号
か
ら
前
号
ま
で
の
中
か
ら
、
村
の
節
目
に
発
行
さ
れ
た
号
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、「
広
報
天
龍
」
と
と
も
に
村
の
近
年
史
を
振
り
返
り
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で「
広
報
天
龍
」は
創
刊
２
０
０
号
！

「広報天龍」創刊号（昭和54年５月）

◎第101号（平成16年７月）

◎
平
成
16
年
度
よ
り
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す

◆
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
と
は
…
　
１
９
９
２
年
に
英
国
で
始
ま
っ
た
運
動
で
、「
赤
ち
ゃ

ん
と
本
を
通
し
て
楽
し
い
時
間
を
分
か
ち
合
う
こ
と
」
の
支
援
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
約
５
０
０
の
市
町
村
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

◆
目
的
は
…
　
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
に
ミ
ル
ク
が
必
要
な
よ
う
に
、
赤
ち
ゃ
ん
の
心
と

言
葉
を
は
ぐ
く
む
た
め
に
は
抱
っ
こ
の
暖
か
さ
の
中
で
優
し
く
語
り
か
け
、
ゆ
っ

た
り
と
過
ご
す
時
間
が
必
要
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
は
こ
う
し
た
語

り
か
け
を
通
し
て
愛
さ
れ
て
い
る
事
を
感
じ
、
そ
れ
に
よ
り
人
を
信
頼
し
、
言
葉

を
介
し
て
心
を
通
わ
せ
る
こ
と
を
学
び
ま
す
。
ま
た
、
家
族
に
と
っ
て
も
心
豊
か

な
ひ
と
時
と
な
り
親
子
関
係
や
子
育
て
の
環
境
づ
く
り
に
も
大
き
な
意
味
を
持
ち

ま
す
。
天
龍
村
で
も
、
赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
を
祝
福
し
、
赤
ち
ゃ
ん
へ
絵
本
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
通
し
、
本
に
親
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

この号からピックアップ

季節性インフルエンザの流行期に備えた体制について
以下のとおり、発熱等の症状が生じた場合、まずは、かかりつけ医等身近な医療機関に電話相談をして
いただくようお願いいたします。

11
月
12
日
㈭
、
天
龍
村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
38
名
の
参

加
者
が
距
離
を
と
り
、
換
気
を
す
る
中
、
飯
田
保
健
福
祉
事

務
所
長
で
あ
る
松
岡
裕
之
氏
か
ら
、
現
在
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
や
今
後
の
対
策
等
に
つ
い
て
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
も
P
C
R
検
査
や
抗
原
検
査
が
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
身
の
回
り
で
流
行
り
始
め

て
か
ら
受
け
る
こ
と
を
考
え
る
と
よ
い
そ
う
で
す
。
日
常
生

活
で
は
、「
外
出
時
に
人
の
い
る
と
こ
ろ
に
行
く
と
き
や
会

話
の
と
き
は
マ
ス
ク
を
つ
け
る
」、「
石
鹸
と
流
水
で
し
っ
か

り
手
洗
い
す
る
」、「
定
期
的
に
換
気
を
す
る
」「
栄
養
の
あ

る
も
の
を
し
っ
か
り
と
食
べ
、
適
度
に
体
を
動
か
し
、
よ
く

眠
る
こ
と
で
免
疫
力
を
高
め
る
」
と
い
っ
た
対
策
を
続
け
て

い
く
こ
と
が
大
切
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、「
お
な
か
を
冷

や
さ
な
い
よ
う
に
す
る
」、「
普
段
か
ら
よ
く
笑
う
」
こ
と
な

ど
も
、
予
防
に
効
果
的
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
ワ
ク
チ
ン
な
ど
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

最
も
重
要
な
こ
と
は
感
染
予
防

の
行
動
と
抵
抗
力
を
高
め
る
生

活
を
す
る
こ
と
、
症
状
が
あ
る

と
き
は
電
話
で
主
治
医
に
相
談

す
る
こ
と
で
す
。

　
そ
の
他
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
予
防
方
法
な
ど
の
相
談

は
、
役
場
住
民
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

☎
32
‐
1
0
2
1

　
今
後
も
感
染
予
防
を
一
人
一

人
が
心
掛
け
、
健
康
な
生
活
を

続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

飯　田
保健所 ☎0265-53-0435

感
染
症
予
防
対
策
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

長野県健康福祉部
感染症対策課資料



（13）広 報　天　　龍 2020年12月24日 広報　天　　龍（６）2020年12月24日

　
村
で
は
国
が
推
進
す
る
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
―
ル
構
想
の
推
進
施

策
の
一
つ
で
あ
る
、
小
中
学
生

の
一
人
一
台
端
末
の
整
備
に
よ

り
、
11
月
に
新
た
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
20
台
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
導
入
さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
、

小
中
学
生
へ
一
人
一
台
が
手
渡

さ
れ
、
学
校
の
授
業
な
ど
で
活

用
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
も
村
で
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
新
た
な
学
び
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援

員
の
確
保
な
ど
、Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
―
ル
構
想
を
推
進
し
ま
す
。

◎
奄
美
大
島
の
夏
を
満
喫

　
　
ド
ラ
ゴ
ン
の
ま
ち
交
流
・
龍
郷
町

８
月
10
日
か
ら
12
日
ま
で
の
３
日
間
、
天
龍
小
学
校

五
年
生
が
「
天
龍
村
ド
ラ
ゴ
ン
の
ま
ち
交
流
派
遣
団
」

（
板
倉
恒
夫
教
育
長
を
団
長
と
し
た
総
勢
17
名
）
と
し

て
鹿
児
島
県
龍
郷
町
を
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
「
天
龍
村
ド
ラ
ゴ
ン
の
ま
ち
交
流
派
事
業
」
は
、

平
成
10
年
度
か
ら
ほ
ぼ
毎
年
実
施
し
、
今
年
度
で
６
市

町
目
の
訪
問
と
な
り
ま
す
。

今
回
訪
問
し
た
町
は
、
鹿
児
島
県
奄
美
大
島
の
北
東

部
に
位
置
す
る
龍
郷
町
で
し
た
。「
龍
」
の
つ
く
市
町

村
の
中
で
は
最
南
端
に
あ
る
町
で
、
東
シ
ナ
海
と
太
平

洋
に
面
し
、
自
然
豊
か
で
か
つ
、
大
島
紬
に
代
表
さ
れ

る
歴
史
と
伝
統
文
化
を
大
切
に
継
承
し
て
い
る
町
で
す
。

加
え
て
、
気
候
と
同
じ
人
情
の
と
て
も
暖
か
い
町
で
し

た
。（後

略
）

◎
ハ
ナ
モ
モ
苗
木
２
０
０
本
植
樹

　
　
天
龍
村
花
の
里
づ
く
り
の
会

「
天
龍
村
花
の
里
づ
く
り
の
会
」
で
は
、
３
月
24
日

天
龍
村
松
島
地
区
天
竜
川
河
川
敷
に
ハ
ナ
モ
モ
２
０
０

本
の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
の
３
月
か
ら
竹
林
の
伐
採
に
取
り
組
み
、
今
年

度
は
県
の
コ
モ
ン
ズ
支
援
金
を
得
ま
し
て
、
大
勢
に
皆

さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
よ
う
や
く
植
樹
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

当
日
は
40
名
の
村
民
の
み
な
さ
ん
が
参
加
し
て
く
だ

さ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
植
樹
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

植
樹
し
た
ハ
ナ
モ
モ
は
、
清
内
路
村
か
ら
購
入
し
、

来
年
に
は
き
れ
い
な
花
が
咲
く
見
込
み
で
す
。

こ
の
号
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

こ
の
号
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

こ
の
号
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

◎
農
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

天
龍
村
で
初
め
て
と
な
る
、
中
学
生
農
家
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
が
６
月
８
日
・
９
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
南
信
州
観
光
公
社
が
平
成
10
年
度
か

ら
行
っ
て
お
り
、
主
に
関
東
、
関
西
の
中
学
生
が
１
泊

２
日
で
村
内
の
家
庭
に
宿
泊
し
、
農
作
業
や
林
業
を
お

手
伝
い
す
る
こ
と
な
ど
を
通
し
て
交
流
を
は
か
る
も
の

で
す
。
今
回
は
、
試
験
的
に
村
内
５
つ
の
家
庭
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
て
、
千
葉
県
の
中
学
２
年
生
19
名
が

来
村
し
、
１
泊
２
日
の
農
業
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

来
年
度
は
、
村
内
に
広
く
募
集
し
ま
す
の
で
、
天
龍

村
の
良
さ
を
都
会
の
子
供
達
に
知
っ
て
い
た
だ
く
為
に
、

大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

◎
第
1
0
8
号
（
平
成
17
年
9
月
）

◎
第
1
1
3
号
（
平
成
18
年
７
月
）

◎
第
1
1
8
号
（
平
成
19
年
４
月
）

〇
日
　
時
…
令
和
３
年
２
月
１

日
㈪
〜
２
月
26
日
㈮

　（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

〇
場
　
所
…
県
内
各
司
法
書
士

事
務
所

（
ご
希
望
の
司
法
書
士
事
務

所
へ
直
接
ご
予
約
下
さ
い
）

〇
相
談
料
…
無
　
料

〇
相
談
例
…
相
続
登
記
は
し
な

い
と
い
け
な
い
の
？

　
遺
言
書
の
保
管
制
度
に
つ
い

て
教
え
て
ほ
し
い
。

　
遺
産
分
割
協
議
が
で
き
な
い

が
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。

〇
予
約
先
…
長
野
県
司
法
書
士

会
事
務
局
☎
0
2
6
‐

2
3
2
‐
7
4
9
2

相
続
登
記
無
料
相
談

「
相
続
登
記
は

お
済
で
す
か
月
間
」

小
中
学
校
に
一
人
一
台

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入

司
法
書
士
に
よ
る

　
令
和
３
年
１
月
17
日
㈰
に
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
新
春

天
龍
寄
席
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
今
回
は
や
む
な
く
中
止
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

天
龍
寄
席
実
行
委
員
会

新
春
天
龍
寄
席
の

中
止
に
つ
い
て

村
で
は
今
年
度
よ
り
天
龍
村
か
ら
世

界
で
活
躍
す
る
子
ど
も
達
を
育
て
た
い
、

と
い
う
願
い
の
も
と
、
そ
の
基
礎
と
な

る
英
語
力
を
伸
ば
す
学
習
環
境
を
整
え

る
「
天
龍
グ
ロ
―
カ
ル
教
育
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
始
め
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
５
年
間
の
長
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
計
画
し
て
い
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、

学
校
の
放
課
後
時
間
を
使
い
、
児
童
生

徒
が
英
語
の
勉
強
を
す
る
た
め
の
公
設

塾
「
放
課
後
英
語
塾
」
を
新
た
に
開
校

し
ま
し
た
。

塾
で
子
ど
も
達
を
教
え
る
の
は
、
小

中
学
校
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
務
め
て
い
る
ネ
ジ

ャ
ッ
ト
先
生
で
す
。
ま
た
、
ネ
ジ
ャ
ッ

ト
先
生
を
派
遣
し
て
い
る
民
間
の
派
遣

会
社
、
株
式
会
社
エ
ー
ト
ゥ
ゼ
ッ
ト
が

そ
の
サ
ポ
ー
ト
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

塾
の
月
謝
は
無
料
で
、
教
材
費
の
み

各
ご
家
庭
に
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

小
学
生
は
高
学
年
を
対
象
と
し
、
毎

週
水
曜
日
の
放
課
後
、
小
学
校
で
英
検

５
級
の
合
格
を
目
標
に
楽
し
み
な
が
ら

英
語
を
学
ん
で
い
ま
す
。

中
学
生
は
毎
週
木
曜
日
の
部
活
終
了

後
、
な
ん
で
も
館
で
授
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
中
学
生
は
民
間
の
学
習
塾
の
よ

う
に
授
業
に
対
応
し
な
が
ら
、
英
会
話

や
テ
ス
ト
対
策
、
ま
た
時
期
に
よ
っ
て

は
英
検
対
策
や
海
外
研
修
の
事
前
英
会

話
レ
ッ
ス
ン
な
ど
も
行
う
予
定
で
す
。

来
年
度
以
降
も
こ
の
英
語
塾
を
継
続

し
て
い
き
ま
す
が
、
さ
ら
に
き
め
細
か

な
学
習
支
援
が
で
き
る
よ
う
に
、
塾
機

能
の
強
化
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

天龍村小中学校

放課後 英語塾開校

中学校放課後英語塾

小学校放課後英語塾

タブレット授業の様子



（７）広報　天　　龍 2020年12月24日 広報　天　　龍（12）2020年12月24日

◎
お
楽
し
み
券
で
納
税
や

　
　
公
共
料
金
の
支
払
い
が
で
き
ま
す

村
で
は
、
商
工
振
興
の
活
性
化
対
策
と
お
楽
し
み
券

活
用
の
利
便
性
を
目
指
し
て
、
天
龍
村
商
工
会
の
協
力

も
と
「
お
楽
し
み
券
」
に
限
り
、
村
税
や
公
共
料
金
の

支
払
い
に
充
当
で
き
る
事
務
取
扱
を
今
年
の
５
月
１
日

か
ら
始
め
ま
す
。

こ
れ
は
、
商
工
会
か
ら
地
元
の
商
店
で
も
っ
と
買
い

物
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
要
請
を
受
け
て
制
度
化
し

た
も
の
で
す
。

納
税
や
公
共
料
金
の
支
払
い
は
、
地
方
税
法
や
地
方

自
治
法
上
、
現
金
及
び
証
券
に
限
ら
れ
て
お
り
、
本
来
、

お
楽
し
み
券
で
の
納
付
は
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
村
職
員
が
納
入
通
知
書
と
共
に
お
楽
し
み
券

の
台
紙
を
一
時
預
か
り
、
天
龍
村
商
工
会
で
現
金
に
換

え
る
手
続
き
を
代
行
し
て
行
い
、
納
付
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
一
連
の
作
業
に
よ
り
、
村
民
の
利
便
性

が
図
ら
れ
ま
す
の
で
、
是
非
、
お
楽
し
み
券
の
有
効
活

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
号
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

こ
の
号
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

◎
下
水
加
入
が
余
野
地
区
で

　
　
１
０
０
％
と
な
り
ま
し
た

平
成
12
年
度
よ
り
一
部
供
用
開
始
と
な
っ
た
下
水
道

も
、
早
７
年
を
経
過
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
現
在
で
２
件
の
下
水
道
接
続
世
帯
が
あ
り
、

そ
れ
に
伴
い
余
野
地
区
に
お
い
て
地
区
別
の
下
水
道
接

続
率
が
天
龍
村
に
お
い
て
初
の
全
世
帯
接
続
と
な
り
ま

し
た
。

先
日
行
わ
れ
ま
し
た
上
下
水
道
審
議
会
の
際
に
、
余

野
区
へ
下
水
道
事
業
へ
の
ご
尽
力
さ
れ
た
こ
と
へ
の
表

彰
状
を
贈
り
ま
し
た
。

今
後
の
下
水
道
事
業
に
お
い
て
は
維
持
管
理
費
が
加

算
さ
れ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
現
在
加
入
し
て
い

る
方
へ
の
負
担
増
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
を
回
避
す
る
為
に
も
よ
り
多
く
の
み
な
さ

ん
の
加
入
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
号
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

◎
村
営
バ
ス
を
小
型
化
し
ま
し
た

少
子
高
齢
化
に
よ
る
村
営
バ
ス
利
用
者
の
減
少
や
既

存
バ
ス
の
老
朽
化
に
よ
る
維
持
費
の
増
大
へ
対
処
す
る

た
め
、
国
の
施
策
と
し
て
市
町
村
な
ど
へ
交
付
さ
れ
た

地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
を
活
用
し

村
営
バ
ス
を
新
し
く
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
大
型
車
を
小
型
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

維
持
費
の
縮
小
や
国
道
な
ど
の
運
行
ル
ー
ト
通
行
止
め

の
影
響
を
最
小
限
に
す
る
な
ど
、
村
の
公
共
交
通
機
関

と
し
て
の
役
割
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
持
続
可
能
な
運

営
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
村
民
の
み
な
さ
ん
に
安
全
に

安
心
し
て
利
用
い
た
だ
け
る
村
営
バ
ス
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
車
両
と
地
面
と
の
間
に
ス
テ
ッ
プ
を
取
り
付
け

る
こ
と
で
乗
り
降
り
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

天龍村定住促進事業による通勤助成金の申請を開始します。
下記に該当する方は通勤助成金の支給対象となりますので、役場へ申請書を提出してください。

該　当　要　件
①～③のすべてを満たすことが条件です。
① 令和３年（2021年）１月１日の申請基準日において天龍村に居住及び住所を有し、かつ永住の意思がある方
② 16歳以上で村外に勤務されている方（年齢の上限はありません）
③通勤日数が月15日以上の方（月15日未満は支給対象外です）

助　成　内　容
・令和２年（2020年）１月～12月までの間の勤務実績に応じて、通勤距離１kmあたり10円（月最大10,000
円）の助成を行います。消防団員の方は助成総額に10％を加算した額を支給します。
・助成の内容については、総額の２/３は現金で支給し、１／３は翌年度村内のガソリンスタンド（以下Ｓ
Ｓ）で使えるクーポン券を支給します。クーポン券端数分は切り捨て、現金で支給します。

提　出　書　類
①住民票の写し
②申請書（役場、南支所、村のホームページからダウンロード）

（　行政情報　→　くらしと手続き　→　申請書　→　申請書ダウンロード　）
※会社などへの就業証明は、就業先に申請書内にある該当箇所への記入押印を依頼してください。

受付期間・受付場所
役場（地域振興課）または南支所へ令和３年（2021年）１月４日㈪～ 29日㈮までに提出ください。

▼　　　▼　　　▼　　　▼　　　▼
　ご不明な点がございましたら、地域振興課移住定住推進係へお問い合わせください。

通勤助成金の受付を開始します

　
市
町
村
や
公
共
的
活
動
を
行
う
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
の
団
体
が
実
施
す
る
「
地
域
の

元
気
を
生
み
出
す
、
モ
デ
ル
的
で
発
展

性
の
あ
る
事
業
」
を
長
野
県
が
助
成
し

ま
す
。

【
募
集
期
間
】

　
令
和
３
年
１
月
４
日
㈪
〜
22
日
㈮

※
県
へ
の
提
出
期
限
と
異
な
り
ま
す
。

【
応
募
書
類
の
提
出
先
】

　
地
域
振
興
課
移
住
定
住
推
進
係

【
参
考
・
直
近
の
採
択
事
業
】

・
天
龍
村
移
住
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

（
令
和
元
年
度
・
令
和
２
年
度
）

・
オ
リ
パ
ラ
木
材
提
供
Ｐ
Ｒ
活
動
（
講

演
会
）（
令
和
元
年
度
）　
な
ど

※
本
事
業
を
検
討
さ
れ
る
方
は
、
概
要

や
条
件
な
ど
を
ご
説
明
し
ま
す
の
で
、

事
前
に
地
域
振
興
課
移
住
定
住
推
進

係
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

地
域
発
元
気
づ
く
り
支
援
金

の
事
業
を
募
集
し
ま
す

※村内SSクーポン券で利用できるものの例：給油、灯油配達、タイヤ、オイル交換、洗車
※SS発行の専用カードへの入金など、換金性が高いものには使用できません。

（例）助成額が80,000円の場合

【現金支給分】
80,000円－26,000円（クーポン券）＝　54,000円
●54,000円を年度末に現金振り込みで支給

【クーポン券支給分】
80,000円×１／３＝26,666円→　26,000円
●翌年度村内SSで使えるクーポン券として交付
（1,000円券×26枚）

◎
第
1
2
2
号
（
平
成
19
年
12
月
）

◎
第
1
3
0
号
（
平
成
21
年
４
月
）

◎
第
1
3
3
号
（
平
成
21
年
10
月
）

令和３年度　
本
年
運
行
し
た
「
天
龍
村
の
霜
月

神
楽
」
開
催
期
間
中
の
向
方
・
坂
部
・

大
河
内
方
面
へ
の
霜
月
神
楽
無
料
送

迎
バ
ス
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
へ
の
懸
念
お
よ
び
地
元
地

区
と
の
協
議
に
よ
り
、
２
０
２
１
年
の

運
行
は
休
止
し
ま
す
。
ご
理
解
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

霜
月
神
楽
無
料
送
迎
バ
ス

運
行
休
止
の
お
知
ら
せ

地域振興課 移住定住推進係 直通 32－1023



（11）広 報　天　　龍 2020年12月24日 広 報　天　　龍（８）2020年12月24日

11月９日㈪～ 11日㈬の３日間、東京都にあるボノ株式会社が運営する企業研修を天龍村で
受け入れました。
この取り組みは、企業が社員の人材育成を図るために行う研修で、今回は株式会社VSNのエ
ンジニアのみなさんが地方のデジタル化、IoTの導入に向け、地域で活躍されている方から生
の声を聞き、現在どのような課題があるかを知り、地域で役立つサービスを考えることが目的
でした。

主に聞き取り取材を行い、村内で活躍されている教育従
事者、観光・宿泊施設経営者の方など、計８組10名の方に
取材にご協力いただきました。
取材ではみなさんのこれまでの活動、これからの展望、
デジタル化についてこうなって欲しいという希望をお聞き
しました。その中で「天龍村には宝（魅力的な産物、景色
など）がたくさんあるのだから、それをこれまで以上に活
かしてほしい。」「村内に限らず今の若者は積極的でない気
がする。若者の活気を取り戻す意味も含めて、デジタル化に合わせて若者がいろいろな経験を
積むことができる仕組みを作ってほしい。」「デジタル化するのは便利だが操作が難しいと定着
しないので、実際に利用する人が誰でもわかりやすく理解できるような工夫をしてほしい。」
という声が上がりました。

　２日間の聞き取り取材をまとめ、最終日に天龍村役場で
活動内容発表会を行いました。
　VSNのみなさんは天龍村の課題点として、雇用機会が少
ないことを挙げられました。以前より天龍村の課題として
取りあげられていますが、雇用の拡大について、天龍村に
今お住いのみなさんの「英知」を大いに活用することが、
新しい雇用の場の創出につながる、という意見でした。

聞き取り取材を通して、VSNのみなさんは「天龍村で活躍されている方は、70歳を過ぎても
１人でコテージを経営している方、自宅で趣味で作っていたゆずの加工品をきっかけに、様々
な村内の特産品を加工販売している方など、天龍村にはとてもパワフルな人がたくさんいる」
と感じたとのことです。また、取材に伺った際の「おもてなし」と、温かく迎えていただけた
ことがとても嬉しかったそうです。こうした天龍村の魅力を感じていただいたことで、意義の
ある研修になったと感じます。
また、今回の研修を通じてできたご縁により、天龍村におけるデジタル化・IoTの導入にむけ、
勉強会や相談など、様々な面でサポートをしていただけることを約束しました。
最後に、今回ご協力いただいた多くの方々に心より感謝申し上げます。

（地域振興課　移住定住推進係）　　

◎
東
日
本
大
震
災
救
援
物
資
を

　
　
県
の
支
援
窓
口
に
届
け
ま
し
た

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
、

東
北
地
方
か
ら
関
東
地
方
に
か
け
て
、
極
め
て
広
い
範

囲
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
村
で
は
村
民
の

み
な
さ
ん
か
ら
ご
提
供
い
た
だ
い
た
救
援
物
資
を
３
月

22
日
に
下
伊
那
地
方
事
務
所
へ
無
事
搬
送
い
た
し
ま
し

た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
な
お
、
救
援
物
資
は
長
野
県
を
通
じ
被
災

地
へ
送
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
役
場
・
龍
泉
閣
・
お
き
よ
め
の
湯
に
設
置
さ

れ
て
お
り
ま
す
義
援
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
４
月
13
日

現
在
、
84
万
７
、
８
７
２
円
の
義
援
金
を
み
な
さ
ま
か

ら
い
た
だ
き
、
３
月
24
日
に
栄
村
へ
20
万
円
、
４
月
13

日
に
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
東
北
地
方
へ
50
万
円
を
送

金
い
た
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ま
の
ご
支
援
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

◎
復
活
！
玄
米
パ
ン

村
の
名
物
と
し
て
、
み
な
さ
ん
に
大
変
親
し
ま
れ
て

き
た
「
玄
米
パ
ン
」
が
復
活
す
る
こ
と
と
な
り
、
９
月

15
日
、
龍
泉
閣
２
階
ふ
る
さ
と
農
産
物
加
工
施
設
前
広

場
に
お
い
て
、
販
売
や
試
食
と
い
っ
た
オ
ー
プ
ン
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

玄
米
パ
ン
製
造
を
行
っ
て
い
る
の
は
「
サ
ン
天
龍
」

（
代
表
・
宮
澤
敏
夫
氏
）
で
伝
統
の
味
を
再
現
し
て
い

ま
す
。

「
あ
ん
入
り
」、「
あ
ん
無
し
」
と
も
に
５
個
入
り
で

４
５
０
円
。
今
後
は
、
龍
泉
閣
や
村
沢
菓
子
店
、
お
き

よ
め
の
湯
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん

の
ご
愛
顧
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
号
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

こ
の
号
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

こ
の
号
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

◎「
お
き
よ
め
っ
ち
」

　
　
着
ぐ
る
み
が
完
成
し
ま
し
た

お
き
よ
め
観
光
協
議
会
で
は
、
温
泉
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
お
き
よ
め
っ
ち
」
の
着
ぐ
る
み
製
作

に
取
り
組
み
、
こ
の
秋
完
成
を
迎
え
ま
し
た
。

11
月
20
日
の
天
龍
村
文
化
祭
で
村
内
の
み
な
さ
ん
に

お
披
露
目
を
し
た
と
こ
ろ
、
早
く
も
子
ど
も
た
ち
に
大

人
気
で
す
。

「
お
き
よ
め
っ
ち
」
は
、
こ
れ
か
ら
も
村
内
外
の
イ

ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
、
天
龍
村
や
お
き
よ
め
の

湯
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◎
第
1
4
2
号
（
平
成
23
年
４
月
）

◎
第
1
4
6
号
（
平
成
23
年
12
月
）

◎
第
1
5
7
号
（
平
成
25
年
10
月
）

現　地　取　材

活動内容発表

ま　　と　　め

聞き取り取材

活動内容発表会

企 業 研 修 を 受 け 入 れまし た



（９）広報　天　　龍 2020年12月24日 広報　天　　龍（10）2020年12月24日

◎
複
式
学
級
が
始
ま
っ
て

天
龍
小
学
校
で
複
式
学
級
が
始
ま
っ
て
、
３
か
月
が

経
ち
ま
し
た
。
１
、
２
年
生
４
名
の
子
ど
も
た
ち
は
毎

日
元
気
に
登
校
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
複
式
学
級
の
担
任
を
初
め
て
経
験
す
る
中
で
、

複
式
学
級
の
よ
さ
を
多
く
感
じ
て
い
ま
す
。
特
に
、
他

の
学
年
の
友
だ
ち
と
一
緒
に
生
活
す
る
こ
と
で
生
活
経

験
が
広
が
っ
て
い
る
よ
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

給
食
や
係
な
ど
、
ク
ラ
ス
の
仕
事
は
４
人
で
分
担
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。
１
年
生
は
仕
事
が
う
ま
く
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
上
手
に
や
る
方
法
を
２
年
生

が
や
さ
し
く
教
え
て
い
ま
す
。
教
え
て
も
う
ま
く
で
き

な
い
時
に
は
２
年
生
な
り
に
工
夫
し
て
よ
り
わ
か
り
易

く
教
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。（
中
略
）

複
式
学
級
の
担
任
は
、
授
業
の
準
備
や
活
動
の
計
画

な
ど
２
学
年
分
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
忙
し
い

と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
１
、
２
年
生
の
子
ど

も
た
ち
が
意
欲
的
に
活
動
し
て
く
れ
る
の
で
、
と
て
も

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

こ
の
号
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

◎第180号（平成29年８月）◎第190号（平成31年４月）

こ
の
号
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

◎
２
月
大
雪
の
被
害
状
況

２
月
14
日
か
ら
15
日
に
か
け
て
、
南
岸
低
気
圧
の
発

達
に
よ
り
降
り
続
い
た
大
雪
で
は
、
観
測
し
た
積
雪
量

が
役
場
周
辺
で
概
ね
50
セ
ン
チ
、
神
原
地
区
の
標
高
の

高
い
地
域
で
約
１
２
０
〜
１
５
０
セ
ン
チ
と
記
録
的
な

状
況
で
、
村
内
全
域
で
長
期
間
に
か
け
て
交
通
の
乱
れ
、

倒
木
、
停
電
、
家
屋
の
損
壊
や
農
業
施
設
の
倒
壊
な
ど
、

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

村
で
は
、
各
地
区
の
区
長
さ
ん
を
は
じ
め
現
地
と
の

安
否
確
認
、
情
報
交
換
を
行
い
、
孤
立
の
長
期
化
が
予

想
さ
れ
た
地
域
に
向
け
て
、
長
野
県
防
災
ヘ
リ
を
出
動

要
請
し
、
支
援
物
資
投
下
を
は
じ
め
、
対
策
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
ま
た
、
村
内
の
建
設
業
者
に
よ
る
懸
命
な

除
雪
作
業
を
行
い
ま
し
た
が
、
各
路
線
で
の
倒
木
や
、

積
雪
の
質
が
湿
気
を
帯
び
重
た
か
っ
た
た
め
作
業
が
難

航
し
、
一
部
で
は
即
日
の
住
居
へ
の
到
達
に
は
至
ら
ず
、

数
日
間
に
渡
り
孤
立
状
態
と
な
っ
た
方
も
お
ら
れ
ま
し

た
。（
後
略
）

は
ま
た
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
お
越

し
く
だ
さ
い
。

11
月
８
日
㈰
、
向
方
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
移
住
者
交
流
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
交
流
会
は
村
で
主
催
し
計

画
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回

は
N
P
O
法
人
ツ
メ
モ
ガ
キ

の
企
画
に
よ
り
、
平
岡
地
区

と
神
原
地
区
の
交
流
の
た
め
、

向
方
地
区
で
開
催
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
快
晴
の
下
、
向
方

区
里
山
整
備
協
議
会
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

横
に
あ
る
キ
ノ
コ
山
の
整
備

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は

向
方
で
収
穫
し
た
キ
ノ
コ
を

使
っ
た
、
キ
ノ
コ
汁
を
囲
ん

で
の
食
事
会
。
作
業
か
ら
食

事
ま
で
を
参
加
者
が
楽
し
み

な
が
ら
、
終
始
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
の
交
流
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
移
住
定
住
推
進
係
で
は
、

今
後
も
こ
の
よ
う
な
新
た
な

つ
な
が
り
作
り
や
交
流
が
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
大

勢
の
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

11
月
７
日
㈯
に
第
18
回
天
龍

村
長
杯
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
が

ニ
セ
ン
ジ
パ
タ
ー
＆
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
場
で
開
催
さ
れ
、
19
名

の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
出
る
な
ど

数
多
く
の
好
プ
レ
ー
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　
今
回
の
優
勝
者
は
、
福
島
区

の
後
藤
幸
子
さ
ん
で
す
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
既
に
ニ
セ
ン
ジ
パ
タ
ー
＆
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
は
冬
季
休
業

に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
来
春
に

　
２
０
０
号
を
迎
え
た
「
広
報
天
龍
」
は
、
こ
れ
か

ら
も
み
な
さ
ん
に
村
内
外
の
情
報
を
正
確
か
つ
も
れ

な
く
お
伝
え
す
る
た
め
、
記
事
の
内
容
を
充
実
さ
せ
、

み
な
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
広
報
誌
づ
く
り
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
平
成
12
年
１
月
号
か

ら
最
新
号
ま
で
の
「
広
報
天
龍
」
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
そ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
２
０
０
号
特
集
と
し
て
１
０
１
号
か
ら
前
号
ま
で

の
記
事
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
掲
載
し
ま
し
た
が
、

１
０
０
号
記
念
特
集
（
平
成
16
年
４
月
号
）
を
ご
覧

に
な
り
た
い
方
は
左
記
の
ア
ド
レ
ス
へ
ア
ク
セ
ス
く

だ
さ
い
。

http://w
w
w
.vill-tenryu.jp/

w
p-content/uploads/2019/03/ko0404.pdf

第
18
回
　
　
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
！

◎
第
1
6
0
号
（
平
成
26
年
４
月
）

◎
第
1
7
9
号
（
平
成
29
年
７
月
）

参加者で記念撮影

キノコ山整備の様子

向方イベント時の様子

YouTubeで配信しました

参加者で記念撮影

向
方
区
で
移
住
者
交
流
会
を
開
催

12
月
８
日
㈫
夜
、
向
方
天
照
大

神
社
で
、
つ
な
が
り
人
口
創
出
事

業
の
一
環
と
し
て
、
天
龍
村
と
関

わ
り
の
あ
る
都
市
部
在
住
者
で
つ

く
る
団
体
「
天
龍
つ
な
ぐ
カ
レ
ッ

ジ
」
の
参
加
者
に
よ
り
、
地
域
と

の
つ
な
が
り
や
地
域
の
魅
力
を
発

信
す
る
た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

昨
年
実
施
し
た
村
の
事
業
に
参
加

し
た
方
と
つ
な
が
り
が
あ
る
向
方

地
区
で
、
お
潔
め
祭
り
に
つ
い
て

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
向

方
区
よ
り
13
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

村
内
外
か
ら
最
大
46
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
お
祭
り
に
関

わ
る
向
方
の
み
な
さ
ん
が
、
村
外

の
参
加
者
を
ど
の
よ
う
な
思
い
で

受
け
入
れ
て
い
る
の
か
、
向
方
の

若
者
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
、
ま

た
、
つ
な

ぐ
カ
レ
ッ

ジ
の
参
加

者
が
、
お

祭
り
に
参

加
し
た
率

直
な
思
い

や
、
今
後

ど
う
関
わ
っ
て
い
き
た
い
か
を
テ
ー
マ
に
言
葉
を
交

わ
し
ま
し
た
。

　
向
方
の
み
な
さ
ん
は
、「
お
祭
り
と
長
く
関
わ
っ

て
い
く
こ
と
で
踊
り
も
上
達
し
、
参
加
す
る
度
に
好

き
に
な
っ
て
い
く
。
い
つ
ま
で
も
お
潔
め
祭
り
に
参

加
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
。」と
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　
つ
な
ぐ
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
は
、「
向
方
の
お
祭
り
に

参
加
す
る
こ
と
で
、
地
区
の
歴
史
の
一
部
に
な
れ
て

い
る
と
感
じ
、
嬉
し
い
。
舞
の
練
習
を
し
て
い
る
と
、

必
ず
誰
か
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
の
で
、
温
か

さ
を
感
じ
る
。
今
後
も
関
わ
り
続
け
て
い
き
た
い
。」

と
い
う
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
都
市
部
と
の
交
流
事
業
で
は
、
村
の
資
源

を
活
か
す
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
際
は
村
民
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

  

向
方
区
で

つ
な
が
り
人
口
創
出
事
業

オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
催


